
長崎県立大学 島尾颯
受験で大切なのは、自分に合った勉強方法を見つけることです。
私はネットの情報を鵜吞みにして１日１２時間を目標に勉強をし
ました。しかし、集中できないのに勉強をしている気になってし
まい学力は伸びませんでした。そのため、初期の段階で自分が集
中できる時間の限界に挑戦し、その結果から勉強の計画を立てる
ことが大切だと感じました。また、後輩の皆さんに伝えたいこと
は『一生懸命はかっこいい』ということです。自分の目指してい
る大学がどこであっても、周りの声を気にする必要はなく、全力
で取り組むことが後悔のない進路選択につながります。

静岡ダイハツ販売株式会社 梶村衣吏那
私が就職活動を始めたのは３年生の１学期からでした。就職活動
の中で一番力を入れたのは面接練習です。どんな質問にも落ち着
いて対応できるように、基礎的な質問から想定外の質問まで幅広
く答えられるように練習を重ねました。最初は言葉に詰まってし
まうこともありましたが、回数を重ねるうちに少しずつ自信がつ
いてきました。見学や面接練習を重ねる中で自分の気持ちがはっ
きりして「ここで頑張りたい」という思いを持てるようになりま
した。分からないことがあったら先生に相談したり、友達と励ま
し合ったりしながら進めていけば、きっと自分に合った進路が見
つかると思います。

静岡県立大学 小杉孝雄
大学で韓国の文化や言語について学びたいと思い、国際言語文化
学科を選びました。志望校を決めてから、推薦入試と一般入試を
並行して受験勉強を進めていきましたが、その中でも推薦入試の
小論文と面接の対策に力を入れました。悩んだときや行き詰まっ
たときには積極的に先生に相談し、わからないことをなくす努力
をしました。また、小論文は志望校の過去問を解くだけでなく、
他の大学の同じ学科の小論文の問題を解くことをおすすめします。
推薦入試と一般入試の並行はとても大変でしたが、合格したとき
は達成感を得ることができました。

静岡医療科学専門大学校 鈴木優愛
私は中学生の頃から看護師になりたいと考えていました。３年生
から放課後補講の看護数学を受けるとともに、小論文にも力を入
れました。前年までの過去問や先生から頂いた他校の題材など、
様々な問題で対策をしました。その結果小論文も問題なくすらす
ら書くことができました。様々な対策をする中で一番大切なのは、
早めに行動することだと思います。志望理由書などの提出書類の
作成は想像よりも完成に時間がかかり、もう少し遅くから始めて
いたら、自分の満足いく書類ができなかったと思います。後輩の
皆さんが志望校に合格できるように応援しています。


